









Allergen・川ducedmRNA Expression of Interleukin-5， but not of Inter-
leukin-4 and Interferon-gamma. in Peripheral Blood Mononuclear 
Cells Obtained befoer the Pollen Season Predicts the Clinical Efficacγ 
of Immunotherapy for Seasonal Allerg;c Rhinitis. 
(末梢血単核時の抗原刺激によるサイトカインmRNA発現と免疫療法中のス | 
ギ花粉症患者の症状発現についての研究)





【方法】 1998年のスギ花粉飛散前に採取した1.0X 105 cells/ mlの末梢巾単核球を10μg/mlのスギ花粉主
抗原Cryjlで24時間刺激培養した。培養細胞における1.-4.IL-5， IFN・7のrnRNAの発現をRT-PCRを嗣
いて検討した。 1998年の花粉飛散期jに鼻症状がなく抗アレルギー薬を必要としなかった著効群36名.投勺-
が必要であった不良群24名の2群に分け，古r状発現の有無とmRNA発現の関連科.を検討した。
【成績】非アトピー健常人群で‘はIL-'1ml{NAもIL-5mlミNAの発現も認められなかった。 IL-4rnRNAの発
現は著効群では26名で陽性で，不良群では22名で陽性であった。 IL-5mHNAの発現は着効群で‘は8名(22.2
%)，不良群では23名(95.8%)で陽性であった。 IFN-rmRNAの発現は非アトピー健常人群で4名，著効
群で9名，不良群で7名で発現が認められ，著効群と不良群の間ではIL-5mRNAの発現にのみ有意差が認
められた。
【結論】 Cryjl刺激末梢血単舷球におけるIL・5rnR:-.l.A発現は免疫療法の臨床効果発現の指標となることが
示唆された。
本研究は半成1年9月28日ScandinavianJournal of Immunologyに受開された。
論文審査の結果の要旨
免疫療法はスギ花粉症に対して有効である。しかし，免疫療法の効果発現機序は完全には解明されてい
ない。また， スギ花粉飛散前に免疫療法の有効性を予測することは臨床的に重要であると考えられるが，
その客観的判定は現状では確立されていなL、木研究は，免疫操法中のスギ花粉症患者より花粉飛散前に
採取した末梢血単核球をスギ抗原で刺激し.サイトカインmH.:-JAの発現パターンから免疫償法の臨床効果
を予測しうるか否かを検討するとともに免疫療法の効果発現機序に関しても解明することを試みたもので
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ある。
17名の非アトピー健常人(健常人群)， 37名の未治療のスギ花粉1J患者(未治療群)および免疫療法を 9
カ月以上施行中の60名のスギ花粉症患者(免疫療法群)を対象とした。また，免疫療法群の患者は1998年
の花粉飛散期に鼻症状がなく抗アレルギー莱を必裂としなかった36名の着効群と鼻症状があったかあるい
は抗アレルギー薬の投与を必要とした24名の不良群に分けた。
1998年のスギ花粉飛散前に鼠取した1.0X 106cels/mlの末梢血単核球を10μg/mlのスギ花粉主抗原Cryjl
で24時間刺激培養した。培養細胞におけるIL-4，IL-5. IF'N・7のmR:"JAの発現をRT-PCRを用いて検討し
Tこ。
非アトピー健常人群ではIL-4mHNAもIL-5mR:¥i¥の発現も認められなかった。 IL-4mR:¥Aの発現は未
治療群では32名が陽性で，著効群では26名で陽性であり，不良群では2名が陽性であった。 IL-5mRI¥Aの
発現は未治療群では34名.着効群では8名，不良群では23名で陽性であった。 IFN-1mRI¥A は非アトピー
健常人前で4名，未治療群で10名，著効群で9名，不良群で7名で発現が陽性で，群問に有意差は認めら
れなかった。著効群とイく良群の問ではIL-5m比，，;¥，への発現にのみ台意Aが認められたの
以上の成績より，花粉飛散前に採取した抗原刺激末梢血単舷球におけるIL-5mH.NA発現の有慣は引き続
く花粉飛散期における臨床効果を予測しうる指標となることが示唆された。このことはスギ花粉症患者に
対する免疫療法などの治療戦略を考える上で有用なことであると思われる。また， IL-5の産牛抑制が臨床
効巣に闘連した免疫嬢ー法の主たる作用機l予である可能性が示唆されたことは， 今後免疫療法の効果発現機
序を解明していく上で意義が高いと思われる。
以上からみ;研究は博士(医学)の学位を授与するに値するものと判定された。
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